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提言にあたって 第6グループ【産業・観光分野】

につޫ؍業や࢈、たち第�グループではࢲ
いて「࢈業の創生・࠶生・ൃల」、「ޫ؍ࢢ
のॆ実」、「シティプロϞーション」の�つの
テーマをઃఆし、ٞをॏͶてきました。
大きく変化するࠃ内・ࡍࠃ情は、۠ߓの
。を༩͑ていますڹにも大きなӨޫ؍業や࢈
新型コロφイルスによる移動͑߇やೖ੍ࠃ
。しましたݮ٬はܹޫ؍・によって、ཱྀ行٬ݶ
一方で、バーνϟルπーリズムなどコロφՒ
で新たなޫ؍の形もまってきています。
また、ロシアによるクライφ৵略やه
的なԁ҆は、֤छ೩ྉඅ高ಅや価の上ঢと
いった形でࠃ内ܦ済にさま͟まなӨڹをٴ΅
しています。たͩ、ԁ҆は外ࠃ人٬ޫ؍にと
っては༗利なものであり、アフターコロφの
インバンドध要૿Ճがࠐݟまれています。
ൃ・生࠶・業の創生࢈」業にؔしては࢈
ల」の؍から、スタートアップや第ೋ創業
のࢧԉをߋにॆ実させ、շ適にビジネスを
ஙすることߏで۠ߓ業・ల։できる環境をى
がॏ要と͑ߟました。また、人ޱや࢈業、大
ֶ等がूੵしているͩ۠ߓからこそ実ࢪでき
る࢈業・ビジネスのマッνングや交ྲྀのଅਐ
などについてもٞをਂめ、ଟくの人やا業
がࢀՃし、ܹをडけ、ビジョンや事業をൃ
ల・ల։できるࡦࢪの検౼を行いました。
、「と最先のௐ࢙ྺ」、についてはޫ؍

「φイトタイムΤコノミー」などのテーマにつ

いてٞをਂめていきました。特にインバ
ンド٬ޫ؍にରしては、これまでのޫ؍とは
গしҟなるりޱとして、ݩのおళやళ
街、Ҭॅຽや在勤者と交ྲྀし、ීஈの「ߓ
۠」のৗを体験できるようなコンテンπも
必要と͑ߟました。
シティプロϞーションのでは、「۠ߓ」

という໊称やଘ在があまり知られておらず、
ଘのプロϞーションも目や話ੑがෆط
しているのではないかという՝がࢦఠさ
れました。
また、ޫ؍やプロϞーションについて、۠ߓ

のಠࣗੑやηールスϙイントになるような特
徴がないことも՝の一つにڍがりました。
そのため、۠ߓಠࣗのݯࢿޫ؍を創り出すͩ
けではなく、それをظ的なࢹでҭててい
くことについてもٞし、ఏݴॻにもりࠐ
んでいます。
ܦ情やࡍࠃ・内ࠃ、のはޫ؍業や࢈

済ঢ়گによって環境が大きくࠨӈされる
ですが、そのなかでܦ済活ੑやޫ؍ध要૿Ճ
を目ࢦして、۠ߓのϙテンシϟルを最大ൃݶ
し、するຊを、そして世քをリードش
するࢢとなることをظし、ఏݴをとりま
とめました。
このఏݴがج۠ߓຊܭըに映され、ܦ済

やޫ؍のࡦࢪにগしでもӨڹを༩͑る
ことをفっております。
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提言の体系

ʲςʔマ�ʳ
ੜɾൃ࠶ͷੜɾۀ࢈
ల

•スタートアップや中小ا業（第ೋ創業）が活༂できる環境උ
•さま͟まな࢈業・ビジネスのマッνングや交ྲྀのଅਐ
みやテーマをࣔすڧԉのࢧスタートアップ、ڵ業ৼ࢈•

ʲςʔマ�ʳ
ޫ؍ࢢͷॆ࣮

•ݩのおళ・ళ街やҬॅຽ・在勤者と外ࠃ人٬ޫ؍との交
ྲྀの場・ػձの創出・උ
•ଟ様なޫ؍ニーズのର応
の創出とҭݯࢿޫ؍ಠࣗの۠ߓ•

ʲςʔマ�ʳ
γςΟϓϩϞʔγϣϯ

•外෦との࿈携や情報֦ࢄをҙ識したプロϞーション
•ޮՌ的なシティプロϞーションの実ࢪ
•φイトライフ等にରする۠の࢟を໌ࣔ

۩ମతͳऔ

提言書の見方
ఏݴॻにおける、実現に向けた
՝やࡦࢪの方向ੑ、۩体的なऔ
組など、֤߲目間でつながりがあ
るものについては、ه߸（ʓ、□、
◇等）によってؔ࿈ੑを໌らかに
しています。

3　実現に向けた課題
〇（՝の内容ᶃ）
□（՝の内容ᶄ）
◇（՝の内容ᶅ）

4　施策の方向性
〇（ࡦࢪの方向ੑの内容ᶃ）
（の方向ੑの内容ᶄࡦࢪ）□
（の方向ੑの内容ᶅࡦࢪ）◇

5　具体的な取組
〇（औ組の内容ᶃ）
〇（औ組の内容ᶄ）
□（औ組の内容ᶅ）
◇（औ組の内容ᶆ）
◇（औ組の内容ᶇ）
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「世界をリードし、様々な主体が連携して新たな価値を創造し、多様な人材がお互いに刺

激し合い、相乗効果を生み出すまち」
業からҬの中小اし、大ࢦとなることを目ࢢ業において世քをリードする࢈
済を活ੑ化ܦ業、スタートアップなど様々なओ体が࿈携して新たな価値を創してا
するとともに、それらを୲うଟ様な人ࡐがおޓいにܹし合い、૬ޮՌを生み出す
まちを実現する。

 2　踏まえるべき社会変化
国内・国際経済情勢
・ຊがࡍࠃ的にܦ済・ビジネスをリードする立場にいなくなる。
・ԁ҆、೩ྉඅ高ಅなどࠃ内ܦ済ঢ়گがめま͙るしく変化し、先行きがෆ透໌。
人口の増加と構成の変化
。られる͑ߟが૿Ճしていくことがޱೖが続き、人ྲྀޱでは人۠ߓ・
・人ݮޱগはしないものの、গ子化、高ྸ化のྲྀれは大きくなることが͑ߟられる。
大型再開発のラッシュ
・今ޙもビジネスؔ࿈のध要をഎܠに大型の࠶։ൃが続いていくことが͑ߟられる。

産業の創生・再生・発展1
テーマ
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 3　実現に向けた課題
○スタートアップ・中小企業（第二創業）の環境
・スタートアップや第ೋ創業がշ適にビジネスをల։するためには間接業務のࢧԉや
。ԉが必要ࢧ化のڧӦྗのܦ
□連携・交流の不足
・۠内でا業ಉ࢜やֶ࢈が交ྲྀする場がগない。
・۠が実ࢪしている࿈携ଅਐ等のऔ組がೝ識されていない。
◇産業振興やスタートアップ支援に関する港区の強みが不明瞭
・世քをリードするࢢとして、世քに目を向けた方向ੑをઃఆできていない。
・ビジネスやスタートアップにؔする۠ߓのڧみ（۠ߓでビジネスをすること、スター
トアップをىこすことのメリット）や۠ߓのࢧԉの内容がෆ໌ྎで、知られていない。

 4　施策の方向性
○スタートアップや中小企業（第二創業）が活躍できる環境整備
・スタートアップや第ೋ創業がշ適にビジネスをల։し、活༂できるような環境を۠ߓ
に͑る。
□さまざまな産業・ビジネスのマッチングや交流の促進
・νϟレンジしたい人とܦ験や知ݟがある人が交ྲྀ・࿈携できるような環境をߏஙする。
・そのଞ、さま͟まな形の࿈携や交ྲྀの場を創出する。
◇産業振興、スタートアップ支援の強みやテーマを示す
・ビジネスやスタートアップࢧԉにؔする۠ߓのڧみを໌֬にࣔす。

テーマ 1 　産業の創生・再生・発展
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 5　具体的な取組
○スタートアップや中小企業（第二創業）が活躍できる環境整備
。し、知ってもらうݴくએがスタートアップのまちであることを۠ߓ・
ԉや情ࢧޓの૬ࡐでスタートアップや第ೋ創業をҭしていくために、技術や人۠ߓ・
報交などを行うネットワークのߏங、間接業務のࢧԉ体੍のߏங、ビジネスコンϖ
のओ࠵などのࡦࢪを行う。
・大手ا業がスタートアップや第ೋ創業をࢧԉするようなマッνング等のػձをઃける。
□さまざまな産業・ビジネスのマッチングや交流の促進
・νϟレンジしたい人のビジネスアイディアをا業等にհしたりマッνングしたりす
るような࿈携をଅਐする仕組み（Φンラインサイト等）をߏஙする。
・中小ا業やళ街、۠ຽやコミュニティの՝や要、困り͝と、やってみたいこと
などと、ا業をマッνングしてղ決する仕組み（Φンラインサイト等）をߏஙする。
（ઃ、ォーターフロント、メディア、大ֶなどࢪɿଟ様なྫ）ݯࢿの特ੑやҬ۠ߓ・
を活用するようなビジネスコンϖの実ࢪやଟ様なओ体の࿈携のଅਐなどを行う。
◇産業振興、スタートアップ支援の強みやテーマを示す
・ビジネスやスタートアップにؔして۠ߓのڧみを໌らかにし、そのڧみをࠃ内外に1R
する。

 6　参画と協働の推進
・スタートアップなどにରして、۠ຽがそれͧれのスキルを活かして就࿑、෭業、ボラ
ンティアなどでサϙートを行う。
・۠ຽやҬコミュニティから、ビジネスのछに結ͼつくような「困り͝と」をൃ信し、
。ըするࢀ的にղ決にۃੵ

テーマ 1 　産業の創生・再生・発展
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「歴史と最先端が調和し、港区に訪れる人・滞在する人・住む人に昼も夜も安全で楽しくか

つ刺激的な観光体験を提供するまち」
ॆ実したޫ؍ࢢに向けて、先ਐ的なࢢとしての面と、ྺ࢙や౷をもつ面とがௐ
しているというを۠ߓの特徴としてݯࢿޫ؍とするとともに、٬ޫ؍がனͩけで
はなく（φイトタイムΤコノミー）もؚめてָしめるまちを実現する。

 2　踏まえるべき社会変化
新型コロナウイルス感染症による状況変化
・新型コロφイルス感છによる移動͑߇やೖݶ੍ࠃなどによって、ཱྀ行٬ޫ؍・٬
はܹݮした。今ޙは૿Ճにసじていくと͑ߟられるが、新型コロφイルスのӨڹは
Ҿき続きると͑ߟられる。
・新型コロφイルス感છによって、バーνϟルπーリズムなどの新たなޫ؍の形が
がるとともに、一方でそれがҾき続きޫ؍がった。このようなΦンライン上での
によってか͑ってリアルのニーズも高まっていくと͑ߟられる。

円安等経済の変化
・Ҿき続きԁ҆のঢ়گが続け、ւ外からの٬ޫ؍にとってはҝସレート的に༗利なঢ়
。が続くことになり、インバンドध要が高まることがఆされるگ
・一方でԁ҆やそれにうݯࢿ価格高ಅによって、ຊにॅډする人のܦ済ঢ়گはѱ化
し、༨Ջに使用できる金ֹはݮগしていく可能ੑがある。

 3　実現に向けた課題
○観光客と地元の店舗や商店街、住民、ビジネスマン（在勤者）とのつながりが少ない
のおళ・ళ街やॅんでいる人・ಇいているݩ٬とޫ؍、٬がଟいΤリアでもޫ؍・
人とのؔわりがബくޓいにؔ৺がい。

都市観光の充実2
テーマ
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□観光客の多様なニーズへの対応
・外ࠃ人٬ޫ؍の配ྀがෆしている（ྫɿӳޠදه、サイズの大きいҜ子、༸ࣜの
トイレがແいなど）ళฮ、ࢪઃがある。
・۠のྺ࢙・จ化を୯ൃなものではなく、「一࿈のつながりあるもの」として、知的ح
৺をૡき立てるように、ݯࢿޫ؍をつくる必要がある。
・φイトタイムΤコノミーががるには、ఏڙできるサービスがগなく、環境උ（૽
Իのड容や交通手ஈ）もできておらず、पғの理ղがෆしている。
・フΝミリーの٬ޫ؍向けの環境උ（子どもがָしめる環境）がෆしている。
◇港区の独自性が不足している
でしかできない体験（行けない場所、ങ͑ないもの、৯られないもの等）が必۠ߓ・
要。

 4　施策の方向性
○地元のお店・商店街や地域住民・在勤者と外国人観光客との交流の場・機会の創出・整備
・ݩのおళ・ళ街やҬॅຽ・在勤者と外ࠃ人٬ޫ؍の交ྲྀをଅਐし、૬ޓ理ղの
ਂ化やより良いޫ؍体験のఏڙをਤる。
□多様な観光ニーズへの対応
・さま͟まなޫ؍ニーズにର応できるようなࡦࢪを実ࢪし、٬ޫ؍により良いޫ؍体験
をఏڙする。
◇港区独自の観光資源の創出と育成
を生み出し、活かし、いずれはϒランド化するように一ؙとݯࢿޫ؍ならではの۠ߓ・
なってҭΉ。

テーマ 2 　都市観光の充実
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テーマ 2 　都市観光の充実

 5　具体的な取組
○地元のお店・商店街や地域住民・在勤者と外国人観光客との交流の場・機会の創出・整備
・外ࠃ人٬ޫ؍とҬॅຽが交ྲྀすることができる場をඋすることで、外ࠃ人٬ޫ؍
が۠ຽのීஈのらしやจ化を知る・体験するػձをつくる。
ޫ؍人ࠃઃを外ࢪଘطや౷จ化交ྲྀؗなど۠内でຊจ化を体験できる࢙ؗྺڷ・
٬とҬॅຽが交ྲྀできる場として活用する。
・ීஈの「۠ߓ」のৗをຯわ͑るళ・場所（ྫɿ新ڮのډञなど）をコンテンπと
して外ࠃ人٬ޫ؍向けにհすることで、新たな۠ߓのັྗにؾ付いてもらうととも
に、外ࠃ人٬ޫ؍とݩのおళ・ళ街やҬॅຽ・在勤者とのコミュニέーション
を生み出す。
□多様な観光ニーズへの対応
・ళฮやࢪઃが外ࠃ人٬ޫ؍向けのର応をଅਐするために、その४උにରするࢧԉを行
う。
・フΝミリーの٬ޫ؍向けに、子ども࿈れޫ؍コンテンπや༡ͼ場のඋ・հを行う。
・φイトタイムΤコノミーをਪਐするために以Լのࡦࢪを行う。
大に向けて࿈֦ٴをूめた検౼ձを立ち上͛、φイトタイムΤコノミーのීؔػؔ
携してऔり組Ή体੍をߏஙする。
コンテンπをॆ実させるためにຽ間のࢧԉ（Ӧ業時間の֦大ࢧԉ、新نサービス実
。の補助など）を行うࢪ
い時間の交通手ஈ֬อのためのௐや、ਫ上（形ધ等）の活用、۠ߓならではの
ଟ࠼なイϕント	ࡇり
のॆ実、҆৺・҆શにָしめるための情報प知のڧ化などを行
う。
◇港区独自の観光資源の創出と育成
となるようなグルメ։ൃやイϕント（ྫɿ高ビルでۄのηールスϙイント・目۠ߓ・
のプロジΣクションマッピング、φイトタイムΤコノミーをଅਐするような࠵事）を
ظ的に実ࢪし、ҭしていく。
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テーマ 2 　都市観光の充実

 6　参画と協働の推進
・۠がਐめる外ࠃ人٬ޫ؍とݩのおళ・ళ街やҬॅຽとの交ྲྀにؔするࡦࢪにڠ
ྗする。
・φイトタイムΤコノミーにう間のܦ済活動について理ղし、ྗڠする。
。٬向けボランティア（サϙーター）となるޫ؍人ࠃઃで外ࢪなどの࢙ؗྺڷ・
・ళฮ・ࢪઃのӳ༁などについてࢧԉする。
・イϕント等をҬओಋで実ࢪ、または、طଘのイϕントとの࿈携やൃలをਤる。
・۠ຽ・۠内事業者による٬ޫ؍向けメニュー（グルメ、イϕント等）のコンテストを
実ࢪし、༏良なアイディアについて۠がޙԡしして実ࢪする。
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「歴史や文化・遊び・ナイトタイムなど、訪れた人の期待とニーズを満たす魅力があり、そ

れらがMINATO CITYブランドとして世界に注目されているまち」
ޫ؍を๚れる۠ߓ、としてフル活用することでݯࢿޫ؍をݯࢿがもつさま͟まな۠ߓ
٬のさま͟まなニーズをຬたせるようなັྗ的なޫ؍ࢢとなり、それらがT0K:0
ではなくMIN"T0 CIT:ϒランドとしてೝ識されるようにく目されているまちを
実現する。

 2　踏まえるべき社会変化
新型コロナウイルス感染症による状況変化
・新型コロφイルス感છによる移動͑߇やೖݶ੍ࠃなどによって、ཱྀ行٬ޫ؍・٬
はܹݮした。今ޙは૿Ճにసじていくと͑ߟられるが、新型コロφイルスのӨڹは
Ҿき続きると͑ߟられる。
・新型コロφイルス感છによって、バーνϟルπーリズムなどの新たなޫ؍の形が
がるとともに、一方でそれがҾき続きޫ؍がった。このようなΦンライン上での
によってか͑ってリアルのニーズも高まっていくと͑ߟられる。

円安等経済の変化
・Ҿき続きԁ҆のঢ়گが続け、ւ外からの٬ޫ؍にとってはҝସレート的に༗利なঢ়
。が続くことになり、インバンドध要が高まることがఆされるگ
・一方でԁ҆やそれにうݯࢿ価格高ಅによって、ຊにॅډする人のܦ済ঢ়گはѱ化
し、༨Ջに使用できる金ֹはݮগしていく可能ੑがある。

シティプロモーション3
テーマ
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 3　実現に向けた課題
○注目度や話題性の⾼いプロモーションができていない
のシンボル的な۠ߓ、内外のೝ知がく、またࠃという໊称、ଘ在について「۠ߓ」・
ଘ在やアイコンが知られていない。
・ஶ໊人、インフルΤンサーの活用など、目や話ੑが高まるプロϞーションがෆ
している。
・۠ಠࣗのプロϞーションビデΦなども੍࡞しているが、まͩまͩ話ੑがෆしてい
る。
コミ、リπイーޱ）٬や۠外の者によるൃ信ޫ؍、から情報ൃ信するͩけでなく۠ߓ・
ト等）による情報֦ࢄがগない。
□港区の強みが伝わっていない
・ྫ͑౦ژタワーは౦ژのシンボルとしてೝ識され、۠ߓのシンボルとೝ識されてい
ないなど、ޫ؍の۠ߓのڧみがෆ໌ྎとなっている。
みであるതؗやඒ術ؗ（ຽ間ӡӦのඒ術ؗもあり、バラΤティにΉ）がڧの۠ߓ・
知られていない。
、にはさま͟まな価格帯のళฮ・サービスがあるが、その情報がわっておらず۠ߓ・
外෦の情報ൃ信がࡦࢪ的にෆしている。
◇連携したプロモーション
。、पล۠と࿈携したプロϞーションがෆेژや౦ࠃ・

テーマ 3 　シティプロモーション
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テーマ 3 　シティプロモーション

 4　施策の方向性　
○外部との連携や情報拡散を意識したプロモーション
業、ւ外のインフルΤンサー等さま͟まなओا、や、大使ؗ・ற在公ؗؔػ等行ࠃ・
体とより一࿈携して、۠ߓに目をूめるプロϞーションを行う。
□効果的なシティプロモーションの実施
・シティプロϞーションや۠ߓのޫ؍のڧみ、特徴を内外に1Rする。
◇ナイトライフ等に対する区の姿勢を明示
・φイトライフやφイトタイムΤコノミーをਪਐするにあたり、۠としてਪਐする立場
を໌֬にࣔす。
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テーマ 3 　シティプロモーション

 5　具体的な取組
○外部との連携や情報拡散を意識したプロモーション
ڠிが行ってきたビジット・ジϟパン事業のように、ཱྀ行ձࣾにプロϞーションޫ؍・
ྗをしてもらうなど、目をあつめるようなࡦࢪを実ࢪする。
٬や来๚者にରして、情報ൃ信したくなるような仕ֻけ（映͑スϙットのઃஔ等）ޫ؍・
ͮくりや、バズリޮՌをҙ識したࢥいった情報ൃ信を工する。
・大使ؗやற在公ؗ、ا業などւ外とのつながりがڧいओ体と࿈携して、ւ外に在ॅし
ている人たちにରするプロϞーションを行う。
□効果的なシティプロモーションの実施
・۠ຽをରとしたSNSなどଟ様なメディア活用によって、シンボルマークのೝ知向
上など、۠ຽのシティプロϞーションにؔするೝ識、理ղを向上する。
のັྗである「φイトタイム」「തؗ・ඒ術ؗ」「ロέ۠ߓઃやターミφルでࢪޫ؍・
」等をଟޠݴでൃ信する。ൃ信には方向でのコミュニέーションとなるようなも
のも行う。
ઃ໊、パンフレットなどにシティプロϞーションࢪ٬の目に৮れるイϕント໊やޫ؍・
マークや「MIN"T0ɹCIT:」というキーワードを可能なݶりりࠐみ、「MIN"T0
CIT:」ϒランドのೝ知向上を目ࢦす。
◇ナイトライフ等に対する区の姿勢を明示
・φイトタイムΤコノミーやφイトライフについて1Rするキϟッνコピーをଧち出す
など、۠がਪਐする࢟を໌֬にࣔす。
・पล۠との࿈携や共創なども行い、۠ߓのφイトライフやφイトタイムΤコノミーを
よりଟくの人にप知・ܦ験してもら͑る環境をߏஙする。

 6　参画と協働の推進
・۠ຽができる情報ൃ信を行う。
・情報ൃ信をする人はシンボルマークをੵۃ的に活用する。
・۠ຽも۠の良さをೝ識するために、まちาきや様々なؔޫ؍࿈イϕントにࢀՃする。
٬や来๚者等には۠ຽޫ؍、ҙ的な情報ൃ信が૿͑るよう٬や来๚者等によるޫ؍・
をあ͛て৺からのおもてなしでܴする。
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開催経過

ճ ։࠵࣌ ༰

ୈ�ճ 令和4年9月30日（金）
18時30分～20時30分

╚ 事務ہհ
╚ グループձٞのਐめ方について
╚ における現ঢ়と՝について
╚ 検౼テーマのબఆ
╚ リーμー、サϒリーμーのબ出

ୈ�ճ 令和4年10月17日（月）
18時30分～20時30分

╚ 第1ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「࢈業の創生・࠶生・ൃల」にؔするٞ
検౼テーマの֬ೝ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年10月28日（金）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「ޫ؍ࢢのॆ実」にؔするٞ
検౼テーマの֬ೝ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月11日（金）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「シティプロϞーション」にؔするٞ
検౼テーマの֬ೝ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月25日（金）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճʙ4ճ目の内容֬ೝについて
╚ テーマ「࢈業の創生・࠶生・ൃల」のまとめ

ୈ�ճ 令和4年12月9日（金）
18時30分～21時00分

╚ テーマ「ޫ؍ࢢのॆ実」のまとめ
╚ テーマ「シティプロϞーション」のまとめ

ୈ�ճ 令和4年12月23日（金）
18時30分～20時30分

╚ テーマ「࢈業の創生・࠶生・ൃల」のまとめ
╚ テーマ「ޫ؍ࢢのॆ実」のまとめ
╚ テーマ「シティプロϞーション」のまとめ

ୈ�ճ 令和5年1月13日（金）
18時30分～20時30分

╚ テーマ「࢈業の創生・࠶生・ൃల」の最ऴ֬ೝ
╚ テーマ「ޫ؍ࢢのॆ実」の最ऴ֬ೝ
╚ テーマ「シティプロϞーション」の最ऴ֬ೝ
╚ ఏࣜݴについて
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